








2. ２．令和５事業年度業務の全体概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ 令和５事業年度業務の全体概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期計画第３期にあたる令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の５類

感染症移行に伴う人々の行動制限緩和もあり、国内外からの来園者も徐々に

新型コロナウイルス感染症拡大前の水準に戻りはじめるという明るい兆しも

ある一方、世界的な物価高騰、急激な円安という社会情勢の変化をうけ、獣

舎整備工事のみならず日常の点検・補修工事、飼育業務においても昨年度に

も増して大きな影響を受ける１年となった。令和５年度の年度計画を策定し

ていた段階では、新型コロナウイルス感染症による影響が減少し、国内外問

わず人々の移動も活発となる好況ともいえる状況下で動物園の運営が行える

であろうという予想のもと事業計画を策定し、当法人では、創意工夫をしな

がら複数獣舎の整備を実施し、動物福祉の向上と動物園のさらなる魅力向上

に向け取り組んできた。 

まず、動物展示の充実と快適な園内環境の創出による動物園の魅力向上に

ついて、動物の生態等に関する理解や関心を深めるための教育活動を推進す

るために、令和 4 年度より引き続いてふれんどしっぷガーデンでの観察プロ

グラムを実施したほか、新施設ペンギンパーク＆アシカワーフで実施したガ

イドについて、環境教育効果を検証のうえ必要に応じてプログラム若しくは

事業に関する方針を修正し教育的効果を高めながら運営を行った。また、動

物福祉に配慮した飼育管理と高度な飼育技術の確立に向けて、日本動物園水

族館協会（以下「JAZA」という。）の学術研究部や普及啓発部の開催する研

究会等に参加・協力し、その内容を法人内で報告することで法人の飼育技術

向上を図った。さらに 2 年に一度全国規模で開催される「第 23 回種保存会

議」を開催園として成功裏に終えることができた。 

繁殖の推進については令和４年度に設けた推進種ごとの繁殖に向け

たチェックポイントの項目を継続実施し、特にフラミンゴについて環

境整備を行った結果、ベニイロフラミンゴとチリ―フラミンゴで９年

ぶりに雛が孵化し成育したほか、ヨウスコウワニについては国内２園

目となる繁殖に成功した。また、調査研究活動については班ごとに研

究テーマを設け取り組んだほか、業界団体等の大会や研究会にて複数

件発表を行い、執筆した論文の一つが学術誌（『動物園水族館雑誌 

第 65 巻第 2 号（2023 年 9 月）』）に事例報告として掲載された。 

次に、業務運営の改善及び効率化に関しては、入園料外収入の増収

を図るべく、ファンクラブや寄附（法人・個人）については顕彰方法

や返礼品の内容について検証を重ね、更なる寄附者・ファンクラブ会

員増に向けての施策も講じたほか、オリジナルグッズについては、職

員からの意見収集、お客様満足度アンケートにグッズに関する意見を

求め、開発に努めた結果、売上増という成果につなげた。 

一方で、10 月にチンパンジーの園内逸走事故が発生し、来園者、地

域のみなさまに多大なるご迷惑をおかけする事態となった。この一件

を真摯に受け止め、猛獣の逸走防止策の強化及び災害対策も含めた来

園者・職員の安全対策拡充ならびにマニュアル等の改正や危機管理体

制の強化を図り、より一層安心して動物園を楽しんでいただけるよう

努めた。 

令和６年度は年度計画を着実に実行し、動物園の更なる魅力向上に

むけた取り組みを続けていくこととする。 
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